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　　　　　　　　　　　　　　　　論文内容の要旨

　ネズミは、ベスト、レプトスピラ症、鼠咬症、サルモネラ症、ラッサ熱、腎症候性出血熱など様々な疾病

の病原巣あるいは媒介者として知られ、これらの疾病の発生あるいは流行の原因となってきた。ネズミは、

その生活圏の違いから一般にイエネズミとノネズミに分けられている。イエネズミには、クマネズミ、ドブ

ネズミ、ハツカネズミの3種があり、ヒトの生活圏に生息することから住家性ネズミとも言われ、ヒトと密

接に係わっている。この3種のなかでも、特にドブネズミは、かって日本の田園および都市において年間数

・百人の死者を出したレプトスピラ症の主要な病原巣であり、また、1935年に発生したサルモネラ食中毒

（大福餅事件）の汚染源であったことなどにより、一躍注目を浴び多くの調査がなされてきた。

　一方、近年都市の近代化が著しく進み、都市環境の急激な変化と共に、そこに生息するネズミの生態にも

大きな変化が起こっている。すなわち、1970年代に入ると、それまで優勢であったドブネズミに代わって、

乾燥に強く、殺鼠剤に抵抗性で、垂直移動を好むクマネズミが優勢となり、今日では、都市のビル内に生息

しているネズミのほとんどはクマネズミであることが明らかにされている。

　本研究は、これまでに不明であったこのように近代都市のビル内に生息するようになり、猫獺を極めてい

るクマネズミにおける各種人獣共通感染症原因細菌の保有状況をはじめて明らかにし、さらにビル内環境

（飲食店など）における汚染状況を調べ、ネズミと環境汚染の関連性について検討した。

　1．都市のビル内のクマネズミにおける人獣共通感染症原因細菌の保有状況

　1988～1992年に、東京都心部の16の亡ル内で捕獲したクマネズミ1．191匹（大腸内容物など）を供試し、

各種入獣共通感染症原因細菌の分離培養を行い、分離菌株の種の同定、生物型、血清型、プラスミド型、

DNA型などの各種型別、病原因子の試験などを実施した。

　1，SαZητoπεZZαの保有耳犬況

　ビル内のクマネズミにおける8α♂配。πeZZαの保有率は1石％（17／l144）で、1960年代の：東京および大阪の

市街地のネズミにおける保有率約2％とほぼ同率であり、40年前とほとんど変化が認められなかった。ま
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た、出現血清型はTyphimurium（35．3％）、　Hadar（29．4％）、　Isangi（1i．8％）、　Enteritidis（11．8％）な

どが高頻度で検出された。本研究と同時期の都心部のビル内小売り食肉におけるSαZ配。πεZZαの汚染率は鶏

肉26．6％、豚肉5．3％、牛肉1．3％であり、．1笛凹型は今回のネズミと同様の血消型が高頻度で検出されてい

る。したがって、都市のネズミの8α伽。πeZZα保有状況はこれらの食肉の汚染状況を反映していることが示

唆された。

　2．S，αμr2μsの保有状況

　ビル内のクマネズミにおける8。αμr餌εの保有率はユ7．3％（161／932）で、既報の他の場所に生息するネ，

ズミ（357～84．5％）や他の動物（0～85．3％）の保有率に比較してかなり低率であった。ビル内環境の清

浄さを反映していると考えられた。

　分離菌の生物型は、これまでネズミなどの醤歯類から多く検出される醤歯類型（G型）よりも、留歯類型

（G型）とヒト型（A型）の画商型（UT1）が58．9％と圧倒的に多いという特徴が認められた。コアグラー

ゼ型については、ヒトの膿痂疹などの臨床由来株に多いV型（55．9％）、次いで食中毒患者から最も頻繁に

分離される粗型（31．8％）の2型が最優勢であった。分離菌161株のうち41株（25．5％）がエンテロトキ

シンを産生し、しかもヒト食中毒の原因菌として頻度が高いエンテロトキシンA、B、　C産生株が87，8％を

占めた。3株（1．9％）がTSST・1を産生した。したがって、都市のネズミのεωアe認はヒト型あるいはヒ

ト食中毒由来株に類似の性状を示す傾向が認められた。食中毒の汚染源になっている可能性が示唆された。

　3．乙減er毎の保有状況

　ビル内のクマネズミにおけるL絃ε磁spp．の保有率は192％（133／692）で、既報の他の場所に生息する

ネズミ（0～9．4％）や他の動物（0～12．2％）における保有率に比較してかなり高率であった。また、菌

種別にみた場合、リステリア症の原因菌は病原牲ムη20π06γ‘og飢esの保有率は105％（43／410）で、既報

の他の場所に生息しているネズミ（0～3．6％）や他の動物（0～L4％）における保有率に比較して著しく

高率であり、さらに、L7πoπo（桝og飢gsの分離株の血清型はヒトの病原性3大血清型として知られている

1／2a、1／2b、4bが圧倒的に多ぐ、91．7％を占めるなどの顕著な特徴が認められた。従って、近年リステリ

ア症は食品媒介性であることが明らかになりつつあるが、都市のクマネズミが飲食店の食品を介して感染源

になってる可能性が示唆された。

　4．VZbrめ．の保有状況　　　　　　　；、、．∵，，．

　ビル内のクマネズミにおける糀6rεo　spp．の保有率は13．4％（67／500）であった』このうち主に生鮮魚介

類を販売している食品店では20．0％（51／255）で、飲食店でのa5％（16／245）より有意義（P＜0．01）に

高率であり、しかも、より多くの菌種（6種）が検出されることなどから、ビル内に搬入される生鮮魚介類

がビル内のネズミの主な汚染源であることが示唆された。

　好塩性の腸炎ビブリオ（v：Pαrαゐαε配。砂だσμε）は食品店のネズミのみから比較的低率（3．1％）で検出さ

れたが、分離菌38株は26血清型に型別され、また、1匹のネズミから8種の異なる血清型が検出される例

がみられることなど変化にとみ、世界の広い海域の生鮮魚介類がビル内に搬入されていることが示唆される
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と共に、本菌はビル内のネズミや環境で生存できないと考えられた。

　’こ・れに対して、淡水性の肌。ん。ごerαe　non・01は、食品店および飲食店のネズミの両者からほぼ同率

（7．5％と4．5％）で検出され、分離菌41株は比較的少ない16血清型に型別されるのみで変化に乏しく、ま

た特定の血清型（本研究で初めて発見、追加された0107、0108、0109など）が約一ヶ月間継続して同一の

食品店から検出されることなどから、V：cんoZerαεnon－01はネズミの腸管内あるいはビル内環境でかなり畢

期間生存でき、汚染が維持されていると考えられた。

　ビル内のネズミにおけるVεbrjo　spp．の保有率には海産魚介類の場合と同様に季節差が認められ、夏季で

25．8％（49／190）と高率であったが、冬季では、1．9％〈1／52）と著しく低率であった6したがって、・都市・、…

のネズミはV：c加Zεrαenoロ・Olの特定の血清型を選択的に保有し、食品の汚染源になっている可能性が示唆

された。

　5．yとr3ε厩αの保有状況

　ビル内のクマネズミにおけるy乙r3επ」αspp．の保有率は29．4％（341／1161）で、過去に報告されている都

市の下水道のドブネズミにおける保有率（1．3～20．5％）よりもむしろ高率であった。出現菌種は、5菌種

で、そのうち病原性（食中毒菌）のXe漉r。coZ漉。α（ユ73株、14．9％）および非病原性のいわゆる環：境エ

ルシニアと呼ばれるr介εdεr読3επ証（180株、15．5％）の．2菌種が最優勢であった。しかし、X

2πオerocoZ癖。αの分離菌はいずれも病原因子（45Mdプラスミド、カルシュウム要求性、自己凝集性など）

が全て陰性で、環境エルシニア化していると考えられた。したがって、ビル内のネズミと環境は環境エルシ

ニアによってかなり高率に汚染されていて、病原性歎gπ∫8roco1∫廊σなどが汚染豚肉などとともにビル内に

侵入しても、ネズミや環境を汚染するまでに至らないと考えられた。

　6。σα那pヅobαcオerの保有状況

　都市のネズミにおけるCα㎜Zo6α伽rの保有状況についてはこれまで主にドブネズミについて調べられ

ており、保有率として下水道17．6％、港湾地域L1％などが報告されている。今回ビル内のクマネズミ545

匹について調べたが、全て陰であった。

　一方、東京都区内の小売り食肉における0α㎎～ッZo6αc云erの汚染率として鶏肉77．2％、牛肉5」％、豚肉

14％などが報告されている。このような汚染食：肉とともにσα㌍pッZo6αcオerがビル内に持ち込まれても、衛

生的に管理されるとともに、比較的乾燥したビル内環境では死滅しやすく、ビル内のネズミを汚染すること

は少ないと考えられた。

　7．Leμosμrαの保有状況

　ネズミにおける乙e餌。ερ∫rαの保有は；れまで主に田園地域のネズミについて調査されており、ユ1～70％

の保有率が報告されている。また、1970年代までの東京都区内の下水道や飲食店のドブネズミにおいて20

～25％の保有率が報告され、都市だけでも年間10名以上の死亡が記録されていた。今回、都心部のビル内

のクマネズミ564匹にちて腎臓乳剤のモルモット接種などを行って精査したがし3p≠08pl地は全く検出され

ず、また、血中抗体価も全て10倍以下であった。したがって、五εμosμrαは本来水系感染によって伝搬す
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る＃め・比載的乾燥した近代ビル内に生息するクマネ琴ミ項｛・下水道などからの乙εP‘03がrαに感染し・そ

れを持続する機会は非常に少なくなっているものと考えられた。

　以上、東京都心部のビル内に生息するクマネズミにおける各種病原細菌の保有状況を調べた結果、

8α伽。πεZZαと8．αμreμsについては従来の都市のドブネズミにおける保有率とほぼ同様であったが、

Cα澱ρッZobαCオεrと功μ0εp‘rαについては著しく減少し、全く検出されなかった。しかし、乙ぱe加、　Wb厚0、

』および距・・ご加は著除離訓示し調こ・加・醐・興・｝こついては他のいずれの鋤にお匹ナる保有

率よりも際だって高率であるという顕著な特徴が認められた。そこで、このビル内ネズミにおけるL．

ητ0πα那08eπεεの高率保有の原因を探るため、次項においてビル内環境におけるL謡erぬ汚染について調べ

た。

　H．都市のビル内のク．マネズミとその生息環境における方3オθr如の汚染状況

　1994～1995年に3つのビル（Q、R、　S）で捕獲されたクマネズミ183匹の腸内容183検体およびその生

息環境（飲食店厨房の床面と排水溝）の拭き取りスワブ243検：体を供試し、L醜erfαの分離培養と分離株の

菌種の同定、血清型別およびDNA型別をおこなった。

　1．各ビルにおけるL畿εア」αの汚染率

　3つのビルにおけるネズミと環境のL絃e厚α汚染率を比較すると、Rビルでは両汚染率直に最も高くそれ

ぞれ52．0％、35．5％、Sビルでは共に最も低く14．8％、4；4％、　Qビルは共にRビルとSビルの中間値

29．6％、23．5％であった。従って、ネズミと環境の両汚染率は、ネズミで高い場合環境でも高く、ネズミで

低い場合環境でも低いというビル間の変化に明瞭な並行関係が認められた。この並行関係は、出現菌種の

L．7πoηo（誰ogeηεεとし．加πocμαの汚染率についても明瞭に認められ、さらに、　Qビルの各階においても同

様であった。

　2．ムπzoπo（雛qg飢εsの血清型およびRA：PDタイプ

　ネズミと環境におけるム肌。πo（り’オogeηesの出現血清型の種類とその検出率、またDNAのRAPDタイプ

は、いずれも各ビル間あるいQビル各階の間で著しく異なっているが、同一のビルあるいはQビルの同一

の階では両者間に明瞭な並行関係あるいは類似性が認められた。

　一方、晦れまでにみητσησcッ如8eπesはラットの腸管に定着できないが、湿潤な環境には長期間生存でき

ることが明らかにされている。したがって、特定の血清型やRAPDタイプが特定のビルあるいは階を汚染、

定着し、そこに生息するネズミはこの環境汚染状況を反映してL醜e加を保菌し、環境汚染の拡大を助長

していることが強く示唆された。また、ビル内のネズミの行動範囲（テリトリー）は同一の階のあるいは同

一のビル内などにかなり限定されていることが強く示唆された。

　：本研究は、これまでほとんど不明であった近代都市環境に適応し隆盛を極めているクマネズミにおける各

種病原細菌の汚染状況を初めて明らかにしたもので、その汚染状況は、かってのドブネズミにおけるレプト
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スピラ症、鼠咬症、腎症候性出血熱などのようなネズミを本来の宿主とする疾病の病原微生物によるもので

はなく、これらに代わって、L．襯。πocy’08eπe3、　V戯。ごerαεnon－01、8．α蹴eμ3あるいは8αZ規。πεZZαな

どのような近代ビル内の特殊環境で生存あるいは定着していると考えられる病原細菌によって逆に汚染さ

れ、ネズミはこれらの環境汚染病原細菌の拡大者（spreader）としての役割を果たしていることを強く示

唆する成績を得、近代都市環境とそこに生息するクマネズミに関わる病原細菌の新しい生態の一面を明らか

にした。

　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨　
‘

　ネズミはこれまで多くの人獣共通感染症の病原巣あるいは感染源として重要視されてきた。近年、都市の

近代化、高層化が著しく進み、そこに生息するネズミの生態にも大きな変化が起こっている。1970年代に

入ると、それまで優勢であったドブネズミに代わって、近代都市のビル内環境に適応し乾燥に強く、殺鼠剤

に抵抗性で、垂直移動を好むクマネズミが優勢となり、今Bでは、都市のビル内に生息しているネズミのほ

とんどはクマネズミであることが明らかにされている。

　本研究は、このような近代都市のビル内環境に適応し、出獄を極めているクマネズミにおける各種人獣共

通感染症原因細菌の保菌状況を明らかにし、さらに、ビル内環境における汚染状況についても調べ、両者の

関連性を検討したもので、その成績の概要は次のとおりである。

　1　都市ビル内に生息するクマネズミにおける入電共通感染症原因細菌の保有状況

　1．SαZπLOπeZZα

　1988～1992年に、東京都心部の16のビル内で捕獲したクマネズミ1」44匹の大腸内容物について調べた

結果、8αZ7πoπεZZαの保有率は15％で、1960年代の東京および大阪の市街地の主にドブネズミにおける保

有率約2％とほぼ同率であり、ビル内の環境衛生の進歩にもかかわらず、最近のSαZ加。ηε翫の世界的な蔓

延を反映していると考えられるが、40年前とほとんど変化が認められなかった。

　本研究のクマネズミから高頻度で検出された血清型はTyphimurium、　Hadar、　Isangi、　Enteritldisなどで

あった。本研究と同時期の都心部のビル内小売り生肉における8αZ栩。πeZZαの汚染率は鶏肉26．6％、豚肉

5．3％、牛肉13％、であり、本研究のクマネズミと同様の血清型が高頻度で検出されていることが報告され

ている。したがって、都市のネズミの8αZ2πoπ誠α汚染はこれからの小売り生肉の汚染状況を反映している

ものと考えられた。　　’　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『一

　2。　8．αμ7reμs

　ビ1レ内のクマネズミにおけるS．αμreμsの保有率は17．3％（161／932）で、既報の他の場所に生息するネ

ズミ（35，7～84．5％）や他の動物（0～85．3％）の保有率に比較してかなり低率であり、ビル内環境の清浄

さを反映していると考えられた。

　分離菌は、ヒト食中毒の原因菌として頻度が高いエンテロトキシンA、B、　C、産生株が878％を占め、

またヒト膿痂疹など臨床由来株に多いコァグラ日量V型が55．9％に達するなど、薯歯類由来株よりもヒト

の疾病やヒト食中毒由来株に類似の性状を示す傾向が認められた。したがって、ビル内のネズミのS．

ααreμε汚染はヒトからの影響を受けていると共に、ヒトのS．αμrε粥食中毒の汚染源になりうることが示
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唆された。

　3．Lεs診er‘α

　ビル内のクマネズミにおけるL絃er‘αspp．の保有率は19．2％（133／692）で、既報の他の場所に生息する

ネズミ（0～9．4％）や他の動物（0～12，2％）における保有率に比較して非常に高率であった。

　また、菌種別ではリステリア症の原因菌である病原性ム渤。ηo¢γオogεηθ3の保有率はエ0。5％で、既報の他

の場所に生息しているネズミ（0～3．6％）や他の動物（0～1．4％）における保有率よりも著しく高率であ

り’、さちに、分離株の血清型はヒトの病原性3血清型として知られている1／2㍉1／2b、4b、が圧倒的に多

く191．7％を占めるなどの顕著な特徴が認められた。

　近年、ヨーロッパや米国における集団リステリア症の多くは食品媒介性であることが明らかにされている

が、日本におけるリステリア症の感染源はほとんど不明である。したがって、都市のクマネズミが飲食店の

食品を介して感染源になっている可能性が強く示唆された。

　4．▽拓rεo

　ビル内のクマネズミにおけるVΣうr‘ospp．の保有率は13．4％（64／500）であった。このうち、主に生鮮魚

介類を販売している食品店（20．0％）では飲食店（6．5％）より有意（P＜0．01）に高率であり、しかも、

より多くの菌種（6種）が検出されるなど、ビル内に搬入される生鮮魚介類が主な罵brめの汚染源である

ことが示された。

　好塩性の腸炎ビブリオ（肌pαrαんαemoら・云εα偲）｝ま、飲食店から全く分離されず、食品店のネズミから低

率（3．1％）で分離されるのみで、本菌はビル内のネズミや環境で生存できないと考えられた。その血清型

は著しく多様で変化に富むことから、世界の広い海域の生鮮魚介類がビル内に搬入されていることが示唆さ

れた。

　一方、淡水性のγcんoZerαεno且・Olは、食品店および飲食店のネズミからほぼ同率（7．5％と4．5％）で検

出され、分離菌の血清型は比較的変化に乏しく、また同一の血清型が比較的長期間に亘って検出されている

ことなどから、特定の血清型（本研究で初めて発見、追加された0107、0108、OlO9など）がビル内環境

あるいはネズミの腸管内でかなり長期間生存し、汚染を維持していることが示唆された。

　したがって、都市のクマネズミ捻、比較的淡水性でビル内環境に適応しやすいV：c加Zεrαεn。n・01で汚染

され、しかも、特定の血清型を選択的に保有し、食中毒の汚染源になっている可能性が示唆された。

　5．y乙ハ3ご厩α

　ビル内のクマネズミにおけるyセrs‘海αspp．の・保有率は29．4％（341／1161）で、過去に報告されている都

市の下水道のドブネズミにおける保有率（1．3～205％）よりもむしろ高率であった。出現菌種は5菌種で、

そのうち病原性のy：e漉roco∫漉。α（173株、14．9％）および非病原性のいわゆる環境エルシニアと呼ばれ

るy：1｝ede勲se競（180株、15．5％）の2菌種が最：優勢であった。しかし、】惚鷹roω’ff加の分離株はいず

れも病原因手（45Mdプラスミド、カルシュウム要求性、自己凝集性など）が全て陰性で、環境エルシニア

化していると考えられた。したがって、ビル内のクマネズミと環境の環境エルシニアによってかなり高率に

汚染されていて、、病原性y：eπ診erocoZ漉。αなどが汚染豚肉（2～3％）などによってビル内に搬入されても、

ネズミや環境を汚染する機会は非常に少なくなっていることが示唆された。

　6．σα㎎～yZobαcオer
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　都市のネズミにおけるCα配酵励α吻rの汚染はこれまで主にドブネズミについて調べられており、保有

率として下水道17．6％、市街地19．5％、港湾地域1．ユ％などが報告されている。今回ビル内のクマネズミ

545匹について調べたが、全て陰性であった。

　一方、東京都区内の小売り生肉におけるCα脱pメ。うαc‘εrの汚染率として鶏肉77。2％、牛肉5．1％、豚肉

L4％などが報告されている。このような汚染生肉によってCαπwZoろαcオerがビル内に持ち込まれても、比

較的乾燥したピル内環境では、死滅しやすく、ビル内のネズミや環境を汚染するまでに至らないと考えられ

た。

　7・エ珈1｝o卿‘rα

　ネズミにおけるLε声。ερ‘rα感染はこれまで主に田園地域のネズミについて調査されており、11～70％の

感染率が報告されている。また、1970年代までの東京都区内の下水道や飲食店のドブネズミにおいても20

～25％の感染率が報告され、年間10名以上の死亡が記録されていた。今回、クマネズミ564匹について腎

臓乳剤のモルモット接種などを行って精査したが、五θμoεp‘rαは全く検出されず、また、血中抗体価も全

て10倍以下であった。したがって、Z，βμo｛1ρかαは本来水系感染によって伝搬するため、比較的乾燥した近

代ビル内に生息するクマネズミが、下水道などからのしe声。｛麗rαに感染し、それを持続する機会は非常に

少ないものと考えられた。

　以上、東京都心部のビル内に生息するクマネズミにおける各種病原細菌の保有状況は次のように要約され

る。

　（1）ネズミに比較的親和性を持つ8αZ耽。η鰯αとS．αμrε麗については、近年のビル内環境衛生の改善に

　もかかわらず以前の都市のドブネズミの場合と同様のかなり高い保有率が維持されていた。

　（2）しかし、ビル内のような比較的乾燥した環境では生存しにくいL2p‘osp‘rαとCω澱yZobαcオerの保

　有率は著しく減少し、今回は全く検出されなかった。

　（3）一方、乙鼠eπα肌OEO（那oge㏄s、yセrs厩α飢オerocσZ‘‘‘cαあるいは▽泌r物鵡σZerαe　nQロ・01は以前の

　都市のドブネズミに比較して逆に著しく高い保有率を示し、特に、L～π0η0解08επe3は他の場所に生息

　するネズミや他のいずれの動物における保有率よりも際だって高率であるという顕著な特徴が認められ

　た。

　そこで、次項ではこのみ．疏0πα桝ogeηesの高率保有の原因を探るため、ビル内環境における五心2rめ汚

染について調べ、クマネズミにおける保有率との関連性を検討した。

　H．都市のビル内のクマネズミとその生息環境における乙競εrぬの汚染状況

　1994～1995年に3つのビル（A、B、　C）で捕獲されたクマネズミ183匹の腸内容183検体およびその生

息環境（飲食店厨房の床面と排水溝）の拭き取りスワブ243検体を供試し、明認εrめの分離培養と分離株の

菌種の同定、血清朗吟およびDNA型別を行った。

　1．各ビルにおける窮ε∫θrぬ汚染状況

　3つのビルにおけるネズミと環境のL観e磁spp。の汚染率を比較すると、　Aビルでは両汚染率共に最も

高くそれぞれ52．0％、35。5％、Cビルでは共に最も低くユ4．8％、網％、　Bビルでは共にAビルとCビルの
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中間値29．6％、23．5％であった1）したがって、ネズミと環境汚染率は、ネズミで、高い場合環境でも高く、

ネズミで低い場合環境でも低いというビル間の変化に明瞭な並行関係が認められた。この並行関係は同一の

ビルの各階の問にも、またし．’ηoπo（桝08eπεsとし，‘川10cz‘αの検出割合0）間にも明瞭に認められた。

　2．ムηLOηo（騨og2ηes　O）血清型およびRAPDタイプ

　ネズミと環境からの、L．鷹0’LOC劉ogeπesの」血L清型の種類は同一のビルあるいは階において高い類似性を

示した。また、各血清型の検出およびDNAのPAPDタイプについてもネズミと環境の問に高い類似性と明

瞭な並行関係が認められた。

　これまでにL．配0π0（轡ogeηesはラットの腸管に投与しても定着できないこ之が明らかにされている。し

たがって、特定の血清型やDNAのPAPDタイプが特定のビルあるいは階の環境に定着していて、そこに生

息するネズミはこれらの環境汚染菌によって逆に汚染され、環境汚染の機械的拡大を助長していることが強

く示唆された。また、ビル内のクマネズミの行動範囲（テリトリー）は、近代ビルの気密性などの構造上の

特性を反映して同一の階あるいは同一のビル内などにかなり限定されていることが示唆された。

　本厨究の成績は以下のように要約される。

　（1）現在の都市のビル内のクマネズミは、ネズミを本来の宿主としかっての都市のドブネズミにも高率

　に保有されていたしg脚ερ五rαは、著しく減少し今回は全く検出さ’れなつかた。また、食鳥肉などによっ

　て頻繁にビル内に搬入されるにもかかわらず、比較的乾燥したビル内環境で生存できない

　Cα配pyZobαc詑rも検：出されなかった。

　（2）それらに代わって、ム2πoπα騨ogeηεs（あるいは肌疏oZerαe　non・01や】巳επ診eハocoZ血icα）は、ビ

　ル内の特殊な環境で比較的長期間生存あるいは増殖でき逆にそこに生息するクマネズミを汚染し、クマネ

　ズミはこれらの環境汚染病原細菌の拡大者（3ρreα【∫er）としての役割を果たしている。

　（3）ネズミに対して比較的親和性を持つ8αZηzoπεZZαやεα灘eμ8は、ビル内環境衛生の改善にもかかわ

　らず、かっての市街地のドブネズミの場合と同様にかなり高率に保有されていた。また、8αZπLOπeZZαは

　小売り生肉由来株と、8．αμ陀usはヒトの疾病や食中毒由来株とそれぞれ類似の性状を持ち、特にS、

　αμ陀μ8はヒトからの影響を受けている傾向が認められた。

　以上、本研究は近代都市のビル内環境とそこに生息するクマネズミに係わる各種人獣共通感染症原因細菌

の生態の新しい局面を明らかにしたもので、今後これらの病原細菌の生態および疫学の解明に、ひいては獣

医公衆衛生学の発展に寄与するところ大きく、博士（獣医学）の学位を授与するにふさわしい業績と評価し

た。
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